
宗像市市民参画等推進審議会 会議録 

日 時 平成３０年１０月１５日（月）９：００～１１：００ 

場 所 宗像市役所 １０３Ｂ会議室 

委 員 

■ 鎌田隆徳   ■ 川野顕太郎  ■ 木村健次   ■ 佐藤靖成    
■ 種田明美    ■ 時枝寛    ■ 東博子      ■ 福岡佐知子 
■ 山田明      ■ 吉田晴希  

※■出席 □欠席（五十音順、敬称略） 

事務局 コミュニティ協働推進課（中野課長、中脇係長、神、元岡、大久保） 

 

１．はじめに 

（課長あいさつ） 

・市民サービス協働化提案制度及び第２次市民活動推進プランに関して、慎重かつ活発な

議論をお願いしたい。 

 

（東会長あいさつ） 

・本日は審査会に向けた事前学習会ということで、各委員には率直に意見を述べていただ

きたい。 

 

２．市民サービス協働化提案制度、第 2次市民活動推進プランに係る諮問 

・市民協働環境部三好部長から東会長へ諮問書を手交。 

 

 

 

３．協議事項等 

（１）平成３０年度（平成３１年度開始コース）市民サービス協働化提案制度の 

審査方法等について 

・事務局から資料に基づき説明。審査の方法、答申までのスケジュール等を確認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）個別提案（２件）の詳細等について 

公益社団法人宗像青年会議所「宗像市成人式事業」 

担当課：文化スポーツ課 

 

文化スポーツ課から提案事業の内容及び前回審査時の特記事項等への対応状況について 

説明 

≪前回審査時の特記事項等及びそれに対する対応状況≫ 

・市職員がもっと関わりを作ってください。例えば「同世代の職員と青年会議所との協働

のかたちをつくってみる。」 

・協働の進展がより一層図られると有り難いと思います。 

→基本的には担当課と青年会議所でやりとりをしているが、密に連絡を取って事業を進め

ている。 

・講演者の選定は、協議により決定することが大切です。 

→講演者の選定は市と青年会議所の協議を経て決定している。 

 

≪質疑応答等≫ 

（質疑）警備はどのような体制か。以前の成人式で、新成人の一部が誘導に応じず式の進

行に影響が出たことがあったが対応はいかがか。 

（回答）近年ではそのような事例は発生していない。警備は青年会議所のメンバーが担当

しており、警備体制も毎年見直している。青年会議所は、地元の先輩として   

新成人と面識のあるメンバーも多く、また警備会社の従業員も所属している。  

さらに例年 40人程度が見回り等を含めた運営スタッフとしてボランティアで活動

しているため、費用面、効果面共に利点があり、現在の警備体制に特に問題は  

ないと考えている。 

 

（質疑）近年の宗像市成人式の状況について。 

（回答）毎年約 1,000 人が対象。参加率については平成 20 年頃が約 70％、直近の成人式  

では約 76％と上昇している。新成人の先輩が多く所属する青年会議所の存在も 

参加率向上に寄与しているのではないかと思われる。式の様子については、   

近年は荒れるようなことはない。 

 

（質疑）成人年齢の引き下げに関する対応は。 

（回答）平成 34 年度 4 月から成人年齢が 18 歳に引き下げられるが、当市としては成人式

の対象を 18 歳に引き下げるかは検討中である。18 歳を成人式の対象とする場合、

その時点での 19 歳と 20 歳の対応や着物の予約等、参加者の都合もあるため、  

平成 32 年度をひとつの目安として対象年齢を決定したい。市として、具体的に  

いつまでに決定するかは未定。 

（意見）成人式には、成人としての自覚を促す意味があるので、18 歳を対象とすることが

より良いのではないかと思う。 



 

（質疑）これまでの成人式における講演者を見ると、タレント性の高い人が多いように  

感じる。新成人の自覚を促す式に相応しい講演ができる人を選ぶべきと思うが、

講演者の講演実績の調査等は行っているのか。 

（回答）講演実績の調査は行っている。青年会議所と協議し、成人式に相応しい講演が  

できることを優先して人選している。青年会議所には全国的なネットワークが 

あり、その中で講演者について情報収集することもある。 

（意見）参加率への影響もあると思われるので、タレント性もある程度は考慮してよいの

では。 

（意見）審査会において、青年会議所からも講演者の選定プロセスについて説明していた

だきたい。 

 

（意見）成人式の中で、宗像の世界遺産について新成人に伝えてほしい。 

（応答）世界遺産を含めた宗像の魅力を新成人に伝えることで、Ｕターン等で将来的に宗

像で活躍する人材を育てることに繋げたいという想いが青年会議所メンバーには

ある。世界遺産についても、これまでの成人式でパンフレットを配布するなどし

ている。 

 

（意見）成人式の様子がより分かる資料があれば。 

（回答）審査会当日は、青年会議所から映像資料等を用いた説明がある予定。 

 

（質疑）成人式の企画に新成人は関わらないのか。 

（回答）成人式を企画する青年会議所には新成人とつながりのあるメンバーもいるが、  

現状、成人式の企画に新成人は関わっていない。 

（意見）新成人の自覚を促すという意味では、企画に関わることも有効ではないだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



PENTAGON「市民活動・ＮＰＯボランティアセンターにおける市民活動支援事業」 

担当課：コミュニティ協働推進課 

 

コミュニティ協働推進課から提案事業の内容及び前回審査時の特記事項等への対応状況に

ついて説明 

≪前回審査時の特記事項等及びそれに対する対応状況≫ 

・新規の事業については、評価を丁寧に行い、適正なコストも含め次年度の事業計画に反

映させるように努めてください。 

→毎月の定例会議の中で事業の報告を受け、改善案等について協議している。新規の事業

についても定例会議の中で協議したうえで計画、実施している。 

 

≪質疑応答等≫ 

（質疑）平成 29年度と平成 30年度を比較すると委託料が減少しているが、その理由は。 

（回答）平成 29 年度はメイトム宗像のＨＰ作成業務が委託事業に含まれていた。平成 30

年度はその分の委託料が減少している。 

 

（質疑）むなかた市民フォーラムから PENTAGONに主体が変わるにあたり、事業の性質が変

わってしまうおそれはないか。 

（回答）むなかた市民フォーラムの主要メンバーが新団体の主要メンバーになるので、  

事業の内容や進め方が変わることはないと思われる。 

 

（質疑）委託料のうち、人件費は妥当な額か。 

（回答）市の基準をもとに、個々人の資格や専門性等を考慮して人件費を積算している。 

 

（３）第 2次市民活動推進プランについて 

（意見）答申とプラン策定を一括して行ってはどうか。 

（回答）第 1 次プラン策定時には一括して行うことを検討したが、具体的な施策について

は庁内議論等を要することから、プランを策定するにあたって考慮すべき点など

を答申することになった。第 2 次の答申も同様としたい。まずはプランの基本と

なる意見を審議会でもらいたい。 

 

（質疑）プラン策定組織体制の情報提供を行う機関である「むなかた市民フォーラム」が

「PENTAGON」という表記になるのはわかりづらいのではないか。 

（意見）「宗像市 NPO・ボランティアセンター」という表記の仕方をすれば機能は同じでわ

かりやすいのではないか。 

（回答）現在「むなかた市民フォーラム」で表記してあるところは「宗像 NPO・ボランティ

アセンター」で表記することとする。 

 

 



４．その他 

（意見）現在の市民サービス協働化提案制度のシステムでは団体からの事業報告を受ける

機会がないので検討してほしい。 

（回答）今後、審議会への実績報告の手法等について検討したい。 


